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第
一
章

六
代
目
ま
で

初
代
庄
右
衛
門

遠
山
家
七
代
目
の
庄
右
衛
門
よ
り
前
を
見
て
み
よ
う
。

初
代
庄
右
衛
門
は
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
に
江
戸
で
八
戸
藩
に
採
用
さ
れ
た
。
庄
右
衛
門
は
堀
内
藤

次
郎
の
息
子
で
、
遠
山
三
左
衛
門
の
娘
と
結
婚
し
、
遠
山
庄
右
衛
門
と
称
し
た
。
一
〇
人
扶
持
、
一
〇
〇

石
格
で
あ
る
。
雄
鑑
流
武
学
者
だ
が
、
八
戸
藩
に
雄
鑑
流
武
学
は
根
付
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
れ

ど
こ
ろ
か
当
時
江
戸
で
流
行
し
て
い
た
北
条
流
武
学
を
、
藩
主
の
命
令
で
中
里
と
と
も
に
学
ん
だ
よ
う
だ
。

初
代
庄
右
衛
門
に
つ
い
て
「
勤
功
帳
」
に
は
、
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

元
禄
一
二
年
に
、
通
信
が
第
三
代
藩
主
に
な
っ
た
。

庄
右
衛
門
は
藩
主
と
と
も
に
八
戸
へ
来
た
か
ら
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
江
戸
に
居
た
よ
う
だ
。
同
一
四
年

六
月
一
二
日
に
、
藩
主
が
八
戸
へ
帰
っ
た
と
き
、
庄
太
夫
が
給
仕
役
を
勤
め
て
い
る
。

同
一
五
年
、
拝
知(

知
行
地)

換
え
が
行
わ
れ
、
藩
士
の
拝
知
は
遠
在
へ
移
さ
れ
た
。

宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
正
月
一
一
日
に
、
庄
右
衛
門
は
八
戸
廻
り
代
官
に
任
命
さ
れ
た
。
こ
の
頃
は

八
戸
に
定
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
年
正
月
一
一
日
に
使
番
を
命
じ
ら
れ
た
、
と
「
往
古
譜
録
」
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に
あ
る
が
、
目
付
所
日
記
で
は
「
何
そ
之
節
御
使
番
」
と
あ
り
、
実
際
に
使
番
を
し
た
と
は
思
え
な
い
。

そ
し
て
同
五
年
二
月
四
日
に
代
官
を
解
か
れ
、
同
年
一
〇
月
一
二
日
に
来
春
の
勤
番
登
り
を
命
じ
ら
れ
た

が
、
病
気
の
た
め
に
辞
退
し
た
。
同
七
年
一
二
月
一
五
日
、
再
び
来
春
勤
番
登
り
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
江

戸
へ
は
行
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

翌
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
五
月
二
二
日
に
、
遠
山
庄
太
夫
は
嫡
子
万
之
丞
の
元
服
願
い
を
出
し
た
。

そ
し
て
同
二
年
三
月
三
日
に
病
死
し
た
。

正
徳
二
年
四
月
二
二
日
、
万
之
丞
は
家
督
を
許
さ
れ
、
翌
三
年
四
月
一
七
日
に
弟
の
市
松
と
と
も
に
江

戸
常
詰
を
命
じ
ら
れ
た
。
同
四
年
八
月
二
四
日
に
二
代
目
遠
山
庄
太
夫
と
見
え
て
い
る
の
は
、
万
之
丞
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
市
松
は
そ
の
後
堀
内
を
名
乗
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
祖
父
の
名
跡
を
継
い
だ
の
か
も
し
れ

な
い
。

二
代
目
庄
太
夫

二
代
目
か
ら
は
、
「
勤
功
帳
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
大
筋
だ
け
を
記
し
て
お
く
。

宝
永
四
年(

一
七
〇
七)

に
、
湊
川
口
に
十
分
一
役
所
が
設
置
さ
れ
た
。
後
の
川
口
役
所
で
あ
る
。
翌
年

に
農
民
家
族
の
他
領
居
住
が
禁
止
さ
れ
た
。
正
徳
三
年(

一
七
一
三)

に
、
万
之
丞
は
常
詰
と
し
て
江
戸
へ

登
っ
た
。
こ
の
年
に
八
戸
で
養
蚕
が
奨
励
さ
れ
た
。
江
戸
で
は
、
刀
番
、
付
人
目
付
格
を
務
め
、
享
保
一

五
年(

一
七
三
〇)

に
一
〇
〇
石
を
給
さ
れ
た
。

享
保
元
年
に
広
信
は
第
四
代
藩
主
と
な
っ
た
。
同
六
年
、
法
霊
社
の
御
輿
が
長
者
山
へ
渡
輿
し
た
。
元
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文
三
年(

一
七
三
八)

に
沖
口
礼
金
が
制
定
さ
れ
た
。
同
五
年
、
役
人
の
勤
務
規
定
が
定
め
ら
れ
た
。
延
享

元
年(

一
七
四
四)

と
三
年
、
藩
は
駿
府
加
番
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
宝
暦
に
か
け
て
、
八
戸
に
は

思
想
家
の
安
藤
昌
益
や
、
和
算
家
の
真
法
恵
賢
が
住
ん
で
い
た
。
宝
暦
に
か
け
て
、
猪
な
ど
に
よ
る
農
作

し
ん
ぽ
う
え
げ

ん

物
の
被
害
が
大
き
く
、
猪
飢
饉
が
発
生
し
た
時
代
で
あ
る
。

二
代
目
庄
太
夫
の
妻
は
藩
主
の
側
室
藤
枝
で
あ
っ
た
。
藤
枝
は
江
戸
商
家
の
娘
で
あ
り
、
延
享
四
年
一

一
月
に
、
若
殿
の
養
育
を
し
て
い
た
と
い
う
。
庄
太
夫
は
第
五
代
藩
主
信
興
の
母
を
妻
と
し
た
わ
け
で
あ

る
。
そ
れ
は
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
六
月
の
よ
う
で
、
こ
れ
に
よ
り
庄
太
夫
は
二
〇
両
五
人
扶
持
の
待

遇
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
藩
主
信
興
と
三
代
目
遠
山
庄
蔵
は
、
異
父
兄
弟
の
関
係
に
な
っ
た
。

庄
太
夫
の
石
高
は
一
五
〇
石
と
さ
れ
、
拝
知
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

九
戸
郡
門
前
村

四
一
石
一
合

同
郡

小
久
慈
村

一
四
石
九
斗
八
升
一
合

同
郡

長
内
村

二
〇
石
一
升
一
合

同
郡
小
軽
米
村

五
〇
石
一
升
三
合

同
郡

上
館
村

二
四
石
九
斗
九
升
四
合

合
計
で
一
五
〇
石
と
な
る
。
九
戸
郡
は
岩
手
県
下
で
、
門
前
村
、
小
久
慈
村
、
長
内
村
は
現
在
の
久
慈

市
、
小
軽
米
村
、
上
館
村
は
現
在
の
軽
米
町
に
な
る
。
久
慈
と
軽
米
は
歩
い
て
半
日
く
ら
い
の
距
離
に
な

ろ
う
か
。
遠
山
家
の
拝
知
は
そ
の
後
変
更
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
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寛
保
元
年
に
、
智
信(

後
信
興)

は
第
五
代
藩
主
と
な
っ
た
。

三
代
目
庄
蔵

三
代
目
庄
蔵
は
延
享
元
年
一
二
月
一
八
日
に
家
督
相
続
を
し
た
。
た
だ
し
、
部
屋
住
み
の
時
か
ら
勤
仕

を
し
て
お
り
、
元
文
五
年(

一
七
四
〇)

に
部
屋
住
料
四
両
を
支
給
さ
れ
て
い
た
。
同
年
五
月
に
、
近
習
御

番
入
り
を
し
た
。
延
享
元
年
に
者
頭
格
取
次
役
と
な
り
、
三
年
に
死
去
し
た
。
庄
蔵
に
は
清
蔵
と
忠
蔵
の

二
人
の
弟
が
居
り
、
清
蔵
は
庄
蔵
の
養
子
と
な
っ
た
。

四
代
目
小
三
太

清
蔵
は
四
代
目
小
三
太
と
な
り
、
延
享
三
年
五
月
一
八
日
に
家
督
相
続
を
し
た
。
同
人
は
翌
四
年
に
喜

蔵
と
し
て
、
一
五
〇
石
を
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
分
限
帳
に
出
て
い
る
。
ま
た
、
遠
山
庄
太
夫
が
隠
居

合
力
と
し
て
五
両
を
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
喜
蔵
か
ら
善
吉
と
改
名
し
、
さ
ら
に
寛
延

三
年
に
小
三
太
と
改
名
し
た
。
宝
暦
元
年
（
一
七
五
一
）
に
御
納
戸
本
役
を
務
め
て
い
る
。
そ
の
後
、
江

戸
詰
の
予
定
だ
っ
た
が
、
経
費
節
減
で
小
三
太
は
同
四
年
秋
に
、
祖
父
に
会
う
た
め
に
、
五
〇
日
の
休
暇

を
貰
っ
て
、
江
戸
へ
出
て
い
る
。
翌
年
九
月
に
漆
沢
市
郎
右
衛
門
の
妹
と
結
婚
し
た
。

翌
五
年
、
八
戸
の
漁
民
が
市
川
で
大
遭
難
を
し
た
。
こ
の
年
、
小
三
太
は
内
丸
の
御
用
屋
敷
に
住
む
こ

と
に
な
っ
た
が
、
同
八
年
に
妻
を
亡
く
し
、
独
身
と
い
う
理
由
で
御
用
屋
敷
を
出
た
。
九
年
に
屋
敷
の
願

い
を
出
し
て
い
る
か
ら
、
再
婚
し
た
と
思
わ
れ
る
。
一
〇
年
に
離
婚
を
し
、
佐
々
木
新
六
の
娘
と
結
婚
し

た
。
こ
の
年
に
石
巻
御
用
を
務
め
た
。
そ
し
て
一
一
年
に
家
作
を
し
た
。
一
三
年
に
東
門
番
を
務
め
た
。
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明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
に
小
三
太
は
弟
忠
蔵
に
家
督
を
継
が
せ
た
い
と
願
い
出
た
。
そ
し
て
六
月
七

日
に
病
死
し
た
。
忠
蔵
は
、
七
月
一
五
日
に
家
督
相
続
を
許
可
さ
れ
た
が
、
若
殿
の
納
戸
役
を
務
め
て
い

た
。

五
代
目
忠
蔵

た
だ
し
、
忠
蔵
は
寛
延
二
年
か
ら
宝
暦
元
年
ま
で
若
殿
守
持
役
を
し
て
い
た
。
八
年
に
近
習
役
を
務
め

た
。
一
一
年
に
、
若
殿
の
納
戸
兼
近
習
役
を
務
め
た
。
一
三
年
に
、
内
藤
主
殿
頭
の
家
中
遠
藤
利
右
衛
門

の
娘
と
再
婚
し
た
。

明
和
二
年(

一
七
六
五)
に
、
信
依
は
第
六
代
藩
主
と
な
っ
た
。
こ
の
年
、
忠
蔵
は
刀
番
を
し
て
い
た
。

同
人
は
三
年
七
月
に
八
戸
に
帰
り
、
長
屋
を
拝
借
し
て
い
る
か
ら
、
江
戸
暮
ら
し
が
長
か
っ
た
よ
う
だ
。

九
月
に
栄
松
院(

庄
蔵
の
母)

を
送
っ
て
江
戸
へ
行
っ
た
。
し
か
し
、
栄
松
院
は
そ
の
後
病
気
を
し
、
翌
年

閏
九
月
に
忠
蔵
が
看
病
を
し
て
い
る
と
あ
る
。
そ
し
て
五
年
に
北
条
流
の
道
統
を
継
い
で
い
る
。

明
和
七
年
正
月
に
栄
松
院
は
名
跡
を
願
い
出
て
、
藩
主
の
息
子
亀
之
助
後
の
名
は
秀
之
助
を
養
子
に
し

た
。
当
然
、
遠
山
忠
蔵
も
こ
れ
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
一
時
は
遠
山
を
名
乗
っ
た
よ
う
だ
が
、
の
ち
に

新
宮
七
郎
右
衛
門
と
名
乗
っ
た
。

八
年
に
忠
蔵
は
庄
右
衛
門
と
改
名
し
た
。
天
明
元
年(
一
七
八
一)

に
は
家
老
格
で
あ
っ
た
。
死
亡
し
た

の
は
、
同
七
年
三
月
十
二
日
で
あ
る
。

天
明
元
年
に
、
信
房
は
第
七
代
藩
主
と
な
っ
た
。
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六
代
目
軍
平

軍
平
は
勤
功
帳
と
江
戸
用
人
所
日
記
に
七
蔵
と
あ
り
、
天
明
七
年
五
月
三
日
に
家
督
相
続
を
し
た
。
江

戸
で
打
ち
毀
し
が
あ
っ
た
年
で
あ
る
。

安
永
六
年(

一
七
七
七)

、
江
口
屋
孫
四
郎
は
藩
財
政
に
寄
与
し
、
名
字
帯
刀
を
許
さ
れ
た
。
天
明
二
年

(

一
七
八
二)
に
は
、
藩
政
を
批
判
し
た
山
村
松
現
は
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
。
寛
政
元
年(

一
七
八
九)

、
松

前
騒
擾
鎮
圧
の
準
備
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
ま
も
な
く
鎮
圧
さ
れ
た
。

軍
平
に
は
子
ど
も
が
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
江
戸
で
痢
病
に
か
か
り
、
寛
政
二
年(

一
七
九
〇)

五
月
に

八
戸
へ
来
た
。
療
養
が
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
九
月
に
八
戸
へ
の
引
越
し
願
い
を
出
し
た
。
三

年
正
月
一
二
日
に
引
越
し
が
許
可
さ
れ
た
。
こ
の
時
の
物
で
あ
ろ
う
か
、
「
道
具
類
改
帳
」
と
い
う
文
書

が
残
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
軍
平
の
母
、
す
な
わ
ち
平
馬
の
祖
母
は
、
な
ぜ
病
気
の
息
子
と
八
戸
へ
戻
っ
て
、
一
緒
に
暮

ら
さ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
女
性
は
江
戸
屋
敷
で
老
女
の
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
八
戸
へ
戻
る
と
き
の
旅
費
と
し
て
、
舫
金
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

た
。
軍
平
は
さ
び
し
く
一
人
で
八
戸
へ
来
た
。
江
戸
暮
ら
し
が
長
か
っ
た
か
ら
、
八
戸
で
の
友
人
は
少
な

か
っ
た
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
妻
が
居
る
気
配
も
な
い
。
そ
し
て
二
二
日
に
軍
平
は
病
死
し
た
。
家
督
を
継
ぐ

者
が
な
け
れ
ば
、
遠
山
家
は
断
絶
と
な
る
。
し
か
し
藩
主
と
縁
戚
関
係
に
あ
る
遠
山
家
を
断
絶
さ
せ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
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そ
こ
で
一
計
が
案
じ
ら
れ
た
。
死
の
直
前
と
し
て
お
こ
う
。
急
養
子
を
立
て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
養
子

に
な
る
の
は
、
中
里
多
膳
の
弟
平
馬
一
九
歳
で
あ
る
。
中
里
家
は
家
老
職
を
勤
め
る
家
柄
で
あ
る
。
五
月

一
五
日
に
家
督
相
続
が
認
め
ら
れ
た
。
勤
め
は
広
間
出
仕
で
、
三
番
組
に
入
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
時
に

五
〇
石
を
減
ら
さ
れ
、
一
〇
〇
石
と
な
っ
た
。

次
は
平
馬
の
結
婚
で
あ
る
。
同
年
一
一
月
二
七
日
に
、
平
馬
は
山
崎
勘
大
夫
の
妹
と
結
婚
し
た
。
妻
の

名
は
分
か
ら
な
い
。
こ
の
時
の
結
婚
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
か
な
り
盛
大
だ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、

山
崎
家
は
四
〇
〇
石
、
や
は
り
家
老
職
を
勤
め
る
家
柄
だ
っ
た
か
ら
だ
。

こ
う
し
て
中
里
平
馬
は
遠
山
家
の
養
子
と
な
り
、
家
督
を
相
続
し
、
結
婚
を
し
た
。



19

第
二
章

七
代
目
庄
右
衛
門

第
一
節

寛
政
年
間

寛
政
四
年

貸
上
金
と
倹
約
令

正
月
九
日
に
平
馬
は
水
祝
儀
を
し
た
。
前
年
に
結
婚
し
た
新
夫
婦
に
、
水
を
か
け
る
ま
ね
を
す
る
正
月

の
行
事
で
あ
る
。
一
五
日
に
は
南
番
所
門
番
に
任
命
さ
れ
た
。

閏
二
月
一
七
日
に
、
藩
の
財
政
は
逼
迫
し
て
い
る
が
、
半
地
貸
上
の
内
三
分
一
を
免
除
さ
れ
た
。

三
月
二
二
日
に
、
今
年
か
ら
さ
ら
に
一
〇
年
間
、
厳
略
が
命
じ
ら
れ
た
。
平
馬
は
こ
の
文
を
日
記
に
書

き
写
し
て
い
る
。
藩
庁
日
記
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

三
月
に
野
火
に
よ
る
山
火
事
が
続
出
し
、
藩
は
幕
府
へ
届
け
出
た
。
一
五
〇
カ
所
で
火
事
が
あ
り
、
一

一
六
軒
が
焼
失
し
て
い
る
。

五
月
一
〇
日
、
江
戸
で
藩
主
が
呉
服
橋
門
番
を
命
じ
ら
れ
た
、
と
連
絡
が
来
た
。

祖
父
の
五
代
目
庄
右
衛
門
は
江
戸
に
ほ
ぼ
常
住
し
て
い
て
亡
く
な
っ
た
が
、
江
戸
育
ち
の
祖
母
が
八
戸

へ
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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藩
主
は
寛
政
三
年
に
江
戸
に
登
っ
て
い
た
。
幕
府
か
ら
伊
奈
右
近
を
預
け
ら
れ
、
門
番
は
免
除
さ
れ
た
。

寛
政
五
年

浦
堅
め

正
月
九
日
に
、
紫
波
庄
左
衛
門
宅
で
三
番
士
が
貸
上
金
に
つ
い
て
相
談
を
し
、
貸
上
金
を
勘
弁
し
て
い

た
だ
き
た
い
、
と
口
上
書
を
出
し
た
。

平
馬
は
水
手
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
。
さ
ら
に
三
月
二
〇
日
に
は
浦
堅
め
の
騎
士
に
任
命
さ
れ
た
。
八
戸

藩
で
浦
堅
め
を
し
た
場
所
は
次
の
通
り
。
鮫
浦
、
麦
生
、
有
家
、
久
慈
湊
、
八
太
郎
、
小
船
渡
。

着
帯
と
祖
母
帰
国

三
月
二
七
日
に
妻
の
着
帯
祝
い
を
し
た
。

藩
主
が
八
戸
へ
帰
っ
て
く
る
か
ら
、
武
術
稽
古
に
励
む
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
た
。
五
月
八
日
、
祖
母

が
到
着
し
た
。
藩
主
は
六
月
二
〇
日
に
八
戸
へ
戻
っ
た
。

七
月
一
九
日
か
ら
、
法
霊
祭
礼
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
頃
に
は
行
列
に
、
町
人
が
山
車
を
出
し
た
よ
う
だ

が
、
平
馬
は
記
し
て
い
な
い
。

家
作
の
相
談

八
月
二
二
日
に
家
作
の
相
談
の
た
め
、
久
慈
名
主
と
乙
名
二
人
が
来
た
。
費
用
は
一
九
〇
貫
文
ぐ
ら
い

か
か
る
。
農
民
た
ち
は
、
稲
作
が
悪
い
し
、
ず
っ
と
難
渋
続
き
だ
と
渋
る
が
、
村
で
相
談
す
る
こ
と
に
し

て
帰
っ
た
。
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八
月
三
〇
日
に
新
宮
七
郎
右
衛
門
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。
ず
っ
と
難
渋
し
て
お
り
、
居
宅
を
金
田
一
作

太
夫
へ
五
五
貫
文
で
売
り
、
本
人
は
湊
九
馬
宅
へ
移
り
、
内
儀
は
里
へ
帰
す
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
藩
士

が
難
渋
し
て
い
る
の
は
、
藩
財
政
が
苦
し
く
て
、
半
地
貸
上
が
続
い
て
い
た
か
ら
だ
。
そ
れ
で
、
平
馬
た

ち
は
池
田
新
左
衛
門
宅
に
集
ま
っ
て
相
談
し
、
来
秋
ま
で
繰
り
延
べ
て
貰
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

結
果
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

長
男
出
生
と
藩
主
の
動
向

九
月
一
五
日
、
男
子
が
出
生
し
た
。
二
〇
日
は
お
七
夜
、
ま
た
産
婦
の
枕
引
き
の
祝
い
を
す
る
。
名
は

万
之
丞
と
豊
山
寺
か
ら
付
け
て
貰
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
祖
母
の
希
望
だ
っ
た
。

武
術
試
合
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ど
う
も
参
加
者
が
少
な
い
。
九
月
八
日
に
藩
主
視
察
の
試

合
と
な
り
、
と
に
か
く
無
事
に
終
わ
っ
た
。

一
〇
日
に
は
乗
馬
の
視
察
が
あ
っ
た
。
一
四
日
は
弓
鉄
砲
の
掫
合
を
視
察
し
た
。
そ
の
後
も
藩
主
の
視

察
な
ど
の
行
事
は
続
い
た
と
思
わ
れ
る
。
藩
主
は
九
月
二
九
日
に
江
戸
へ
出
発
し
た
。

拝
知
と
椀
飯

平
馬
は
拝
知
の
久
慈
へ
出
向
い
た
。
二
一
日
の
朝
に
八
戸
を
発
っ
て
、
夜
に
京
ケ
森
の
名
主
宅
に
入
っ

た
。
家
作
の
費
用
を
頼
み
、
農
民
た
ち
も
一
石
一
貫
文
の
負
担
を
引
き
受
け
た
。
他
に
四
五
貫
文
ほ
ど
を

三
人
に
申
し
付
け
た
。

拝
知
領
主
は
、
農
作
業
が
終
わ
る
年
末
に
、
名
主
や
農
民
の
代
表
を
招
い
て
、
椀
飯
振
舞
い
を
す
る
。

お
う
ば
ん
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遠
山
家
は
一
二
月
八
日
に
そ
れ
を
す
る
。
上
館
名
主
と
久
慈
名
主
へ
、
夕
飯
と
酒
を
呉
れ
た
。
翌
日
に
は
、

両
人
へ
盃
を
遣
わ
し
、
年
貢
の
皆
済
目
録
を
出
し
た
。

寛
政
六
年

江
戸
勤
番
と
拝
知

平
馬
は
正
月
に
江
戸
へ
の
勤
番
登
り
を
命
じ
ら
れ
た
。

藩
は
、
農
民
の
動
向
に
神
経
を
と
が
ら
せ
、
代
官
へ
警
戒
を
命
じ
た
。
藩
は
年
貢
金
や
諸
出
金
の
取
立

て
を
厳
し
く
し
た
。
藩
士
か
ら
の
貸
上
金
も
思
う
よ
う
に
納
入
さ
れ
な
い
。
藩
士
が
取
り
立
て
て
も
、
そ

れ
を
納
入
で
き
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
上
層
部
は
そ
う
考
え
て
、
拝
知
名
主
か
ら
直
接
納
め
さ
せ
る
こ

と
に
し
て
、
名
主
名
を
書
き
上
げ
さ
せ
た
。

二
三
貫
文
余
の
舫
金
を
借
り
、
旅
費
は
別
に
一
五
貫
余
が
支
給
さ
れ
た
。
久
慈
か
ら
喜
七
の
娘
が
来
た
。

妻
と
子
供
の
世
話
を
さ
せ
る
た
め
だ
。
も
う
一
つ
問
題
は
、
も
し
平
馬
が
江
戸
で
客
死
す
れ
ば
、
長
男
は

小
さ
く
て
、
家
督
を
継
ぐ
こ
と
は
で
き
ず
、
遠
山
家
は
絶
え
る
。
そ
こ
で
仮
養
子
に
、
実
家
の
弟
幸
八
一

二
歳
を
届
け
た
。

六
月
一
〇
日
で
平
馬
の
日
記
は
切
れ
る
。

平
馬
が
江
戸
で
勤
務
し
た
場
所
は
、
八
戸
藩
の
上
屋
敷
で
あ
ろ
う
。
八
月
に
八
戸
藩
は
幸
橋
警
備
を
命

じ
ら
れ
、
平
馬
は
番
士
と
し
て
詰
め
、
翌
年
に
番
頭
脇
に
昇
進
し
た
。

村
井
孫
兵
衛
と
松
橋
宇
助
が
一
五
〇
〇
両
の
献
金
を
し
て
、
藩
士
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
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寛
政
七
年

平
馬
は
五
月
に
江
戸
か
ら
帰
っ
た
。
五
月
末
に
、
年
貢
や
諸
出
金
の
未
納
が
多
い
の
で
、
代
官
に
厳
し

い
取
立
て
を
命
じ
た
。
八
月
に
年
貢
未
納
と
い
う
名
目
で
、
名
主
五
人
が
責
任
を
問
わ
れ
た
。

藩
は
歳
入
を
多
く
す
る
た
め
に
、
塩
釜
と
鉄
山
を
藩
営
に
し
た
。
大
豆
は
関
東
や
上
方
へ
出
す
重
要
な

農
産
物
で
あ
る
。
農
民
所
持
の
大
豆
を
調
べ
た
。
こ
の
年
は
と
う
と
う
不
作
と
な
り
、
高
二
万
石
の
内
八

二
四
一
石
の
損
耗
と
な
っ
た
。

家
族
と
実
母

平
馬
の
家
族
を
見
て
み
よ
う
。
実
父
は
中
里
清
左
衛
門
。
清
左
衛
門
の
妻
は
養
母
と
あ
り
、
産
母
は
清

左
衛
門
妾
と
な
る
。
兄
は
中
里
多
膳
。
祖
母
は
内
藤
主
殿
頭
家
中
遠
藤
理
太
夫
の
姉
、
妻
は
山
崎
勘
大
夫

の
妹
で
あ
る
。
悴
は
万
之
丞
。

も
う
一
人
、
そ
れ
は
え
き
と
い
う
女
性
で
あ
る
。
こ
の
人
は
後
に
平
馬
と
生
活
を
共
に
し
て
い
る
。
藩

庁
日
記
に
は
、
安
永
二
年(

一
七
七
三)

一
一
月
七
日
に
、
中
里
蔵
人
か
ら
妾
出
産
、
男
子
出
生
の
届
が
出

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
後
の
平
馬
で
あ
る
。

安
永
二
年
以
降

安
永
二
年
か
ら
寛
政
三
年
ま
で
、
八
戸
の
歴
史
を
見
て
お
こ
う
。
三
年
の
藩
の
人
口
は
五
万
一
一
〇
三

人
だ
が
、
こ
れ
に
は
城
下
の
人
口
や
士
族
が
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
年
は
二
万
石
の
内
一
万
八
四
二
石
余

の
損
毛
に
な
っ
た
。
四
年
も
凶
作
で
あ
り
、
七
六
〇
〇
石
の
損
毛
で
あ
っ
た
。
翌
五
年
に
中
里
蔵
人
は
加
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判
役
に
任
じ
ら
れ
た
。
一
〇
〇
石
に
つ
き
五
両
の
借
り
上
げ
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
年
は
多
雨
冷
涼
で
、

一
万
五
五
〇
〇
石
の
損
毛
と
な
っ
た
。
七
年
は
ま
た
も
や
天
候
不
良
で
、
一
万
八
〇
〇
〇
石
弱
の
損
毛
と

な
っ
た
。
翌
八
年
も
八
〇
〇
〇
石
強
の
損
毛
と
な
っ
た
。

天
明
年
間

元
年
に
藩
主
信
依
は
引
退
し
、
病
死
し
た
。
第
七
代
藩
主
信
房
の
時
代
に
な
っ
た
。
藩
主
の
家
督
相
続

の
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
一
〇
〇
石
七
両
の
貸
上
が
命
じ
ら
れ
た
。
二
年
に
は
一
〇
〇
石
五
両
の
貸

上
が
命
じ
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
損
毛
高
は
七
二
〇
〇
石
余
で
あ
っ
た
。
山
村
松
現
が
藩
政
に
不
満
を
抱
き
、

幕
府
へ
密
告
し
よ
う
と
し
て
脱
藩
し
た
が
、
福
島
で
捕
ら
え
ら
れ
、
切
腹
を
命
じ
ら
れ
た
。

三
年
は
前
代
未
聞
の
大
凶
作
と
な
り
、
一
万
九
二
三
六
石
余
の
損
毛
と
な
っ
た
。
世
に
言
う
天
明
の
大

飢
饉
で
あ
り
、
藩
は
商
人
に
御
用
金
を
命
じ
、
飢
民
を
救
済
し
た
り
、
新
発
田
か
ら
米
な
ど
を
輸
入
し
た

が
、
焼
け
石
に
水
で
あ
っ
た
。
四
年
二
月
に
農
民
は
九
三
〇
〇
人
余
が
死
に
絶
え
ま
た
は
離
散
、
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
六
月
の
調
査
で
は
、
餓
死
病
死
者
数
は
三
万
一
〇
五
人
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
損
毛
高
は

一
万
六
五
〇
〇
石
と
な
っ
た
。
五
年
の
損
毛
高
は
一
万
五
〇
〇
〇
石
余
、
六
年
の
損
毛
高
は
二
万
二
七
五

(

マ

マ)

〇
石
で
あ
っ
た
。
七
年
の
損
毛
高
は
六
八
〇
〇
石
余
と
な
る
。

天
明
の
飢
饉
で
は
、
遠
山
家
の
拝
知
の
二
八
九
人
の
う
ち
、
他
所
へ
出
た
者
は
二
五
人
、
死
者
は
九
一

人
と
な
っ
て
い
る
。
四
割
の
人
口
減
で
あ
っ
た
。

寛
政
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元
年
閏
六
月
に
、
松
前
の
ア
イ
ヌ
に
よ
る
騒
擾
が
あ
り
、
八
戸
藩
は
鎮
圧
の
準
備
を
幕
閣
か
ら
命
じ
ら

れ
た
。
三
年
の
人
口
は
、
四
万
四
九
一
九
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
も
大
風
雨
で
、
損
毛
高
は
一
万
八
〇
〇

〇
石
弱
と
報
告
さ
れ
た
。
平
馬
が
生
ま
れ
て
以
来
、
八
戸
は
ず
っ
と
凶
作
続
き
だ
っ
た
の
だ
。

寛
政
七
年

報
酬
返
上

平
馬
が
八
戸
へ
戻
っ
た
の
が
、
五
月
二
八
日
。
三
月
に
五
代
官
所
へ
四
八
〇
〇
貫
文
の
才
覚
金
が
命
じ

ら
れ
た
。
五
月
末
に
ま
た
五
〇
〇
両
の
才
覚
が
命
じ
ら
れ
た
。

一
二
日
か
ら
長
者
山
念
仏
堂
で
、
天
明
三
年
飢
饉
の
餓
死
人
供
養
が
五
日
間
行
わ
れ
た
。

池
田
新
左
衛
門
か
ら
廻
状
が
来
た
。
藩
の
財
政
難
は
も
は
や
限
界
で
、
来
年
は
家
老
か
ら
勝
手
役
人
ま

で
無
報
酬
で
勤
務
す
る
こ
と
に
し
た
。
番
士
も
同
じ
思
い
な
の
だ
か
ら
、
願
書
を
出
そ
う
。
拝
知
か
ら
の

年
貢
米
や
金
を
、
す
べ
て
献
上
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
番
士
た
ち
は
「
一
統
身
帯
差
し
上
げ
、
勤
仕
つ

か
ま
つ
る
べ
く
」
旨
の
願
書
を
作
成
し
、
番
頭
津
村
靭
負
宅
へ
数
人
が
持
っ
て
い
っ
た
。

九
月
二
六
日
に
中
里
多
膳
が
結
婚
し
た
。

寛
政
の
一
揆

久
慈
方
面
で
一
揆
が
起
き
た
。
こ
の
一
揆
の
状
況
は
大
野
村
晴
山
吉
三
郎
の
「
万
記
録
」
に
詳
し
い
。

一
二
月
一
四
日
に
、
騒
動
は
久
慈
湊
の
十
分
一
役
所
を
打
ち
潰
し
、
京
の
森
藤
兵
衛
、
八
日
町
須
藤
要
人
、

三
日
町
権
右
衛
門
宅
を
打
ち
潰
し
た
。
大
野
か
ら
も
残
ら
ず
参
加
し
た
。
久
慈
通
り
の
者
も
来
て
、
二
ツ
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屋
村
の
小
八
郎
家
を
潰
す
。
次
に
高
森
鉄
山
の
事
務
所
を
潰
す
。
そ
れ
か
ら
大
野
の
鉄
山
役
所
を
潰
そ
う

と
し
た
。
種
市
の
大
谷
鉄
山
も
打
ち
潰
さ
れ
た
。
八
戸
か
ら
役
人
が
大
勢
や
っ
て
き
て
、
騒
動
を
止
め
た
。

平
馬
は
一
二
月
一
五
日
夜
に
城
へ
詰
め
て
、
騎
馬
火
の
廻
を
勤
め
た
。
藩
で
は
隠
居
し
て
い
た
二
人
の

家
老
、
山
崎
東
栄
（
勘
太
夫
）
と
中
里
冬
山
（
弥
次
右
衛
門
）
を
復
帰
さ
せ
て
、
騒
動
の
沈
静
化
に
努
め

た
。
数
人
が
隠
居
を
命
じ
ら
れ
、
遠
慮
、
逼
塞
も
数
名
に
及
ん
だ
。

松
橋
孫
四
郎
は
商
人
の
出
だ
が
、
藩
財
政
の
中
枢
に
深
く
食
い
込
ん
で
い
た
。
藩
は
同
人
に
責
任
を
な

す
り
つ
け
、
中
里
多
膳
へ
身
柄
を
預
け
た
。
後
に
身
分
を
落
と
し
、
新
井
田
の
松
橋
孫
助
に
預
け
ら
れ
る
。

翌
年
四
月
に
詮
議
掛
を
設
け
て
い
る
が
、
農
民
が
処
罰
さ
れ
た
記
録
は
見
え
な
い
。

寛
政
八
年

藩
主
の
引
退

正
月
、
妻
が
着
帯
を
し
た
。
平
馬
は
近
習
役
に
任
命
さ
れ
た
。
藩
主
の
身
の
回
り
を
世
話
す
る
役
で
あ

る
。
勤
務
は
一
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

二
六
日
に
全
員
が
呼
び
出
さ
れ
、
藩
主
信
房
は
病
気
で
隠
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
発
表
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
第
八
代
藩
主
信
真
の
時
代
に
入
る
。
名
に
つ
い
て
、
東
百
官
で
も
遠
慮
す
る
よ
う
に
、
と
指

示
が
出
さ
れ
た
。
信
真
に
は
官
名
が
な
い
の
で
、
藩
士
も
遠
慮
し
た
の
で
あ
る
。
平
馬
は
庄
蔵
と
改
名
願

い
を
出
し
た
。

番
町
へ
引
っ
越
し


